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Foliicolous lichens of Tottori Prefecture, Japan（I）: Four newly recorded species
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要旨：生葉上地衣類は主に熱帯および亜熱帯に分布するが、日本の温帯域からも複数種の記録がある。鳥取県で
はこれまでにニセチャハシゴケのみが報告されていた。2025年に野外調査を実施し、形態学的検討および高性
能薄層クロマトグラフィーによる地衣成分の分析に基づき、チャハシゴケ、ヒノキノアオバゴケ、ナガシロヒゲ
クボミサラゴケ、アオバゴケの 4種を新たに確認した。とくに熱帯に広く分布するチャハシゴケは、日本におけ
る分布北限を更新する記録である。これらの知見は、鳥取県が汎熱帯要素の地衣類が生育可能な環境になりつつ
あることを示唆している。また、アオバゴケはハイイヌガヤの生葉上で確認され、これは本種の国内における針
葉樹上からの初の記録である。
キーワード：地衣類、北限、汎熱帯要素、温帯、アオバゴケ科、ヒゲチイ科、ヤシノアオバゴケ科

Abstract: Foliicolous lichens are mainly distributed in tropical and subtropical regions, but some species have also been 
recorded from temperate regions of Japan. In Tottori Prefecture, only one foliicolous lichen, Calopadia subcoerulescens, has 
previously been reported. As a result of floristic survey of Tottori Prefecture in 2025, we identified four additional species: 
Calopadia puiggarii, Fellhanera bouteillei, Gyalectidium setiferum, and Strigula smaragdula, based on morphological 
observations and chemical analyses by High Performance Thin Layer Chromatography. The record of C. puiggarii, a 
pantropical species, extends the northernmost limit of its known distribution in Japan. These findings suggest that the 
environmental conditions in Tottori Prefecture are becoming suitable for species typically found in warmer climates. In 
addition, S. smaragdula was collected from a leaf of Cephalotaxus harringtonia var. nana, marking the first record of this 
species from a coniferous tree in Japan.
Keywords: Gomphillaceae, lichens, northern limit, pantropical element, Pilocarpaceae, Strigulaceae, temperate
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はじめに
　生葉上地衣類は維管束植物の生葉上で生育および繁
殖する地衣類であり、基物の落葉に伴い数か月から数
年という短期間で完了する生活史や、微小で層構造が
未発達な地衣体を特徴とする（Lücking 2008; 宮澤ほ
か 2024）。世界では約 1,000種が知られており、その
多くは亜熱帯から熱帯の高湿度環境に分布するが
（Lücking 2008; Lücking and Spribille 2024）、一部は温
帯や寒帯まで分布する（Thor et al. 2000; Davydov and 
Printzen 2012; Miyazawa et al. 2022）。
　日本においては、亜熱帯に位置する琉球列島を中心
に、これまでに 91種が報告されている（Thor et al. 
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2000; Miyazawa et al. 2022ほか）。最北では青森県下北
半島からの記録があるが、九州以北で報告されている
種は 10種程度にとどまる（Thor et al. 2000; Miyazawa 
et al. 2023）。しかし近年では、本州や九州の照葉樹林
帯から生葉上地衣類の新記録が相次いでいる
（Miyazawa et al. 2023； 宮澤ほか 2024； 山本ほか 2025）。
　鳥取県においても、低地を中心に照葉樹林が分布す
るものの、これまでに報告されている生葉上地衣類は
ニセチャハシゴケ Calopadia subcoerulescens（Zahlbr.） 
Vězda の 1種のみであった（Ohmura 2013）。そこで筆
者らは、本県における生葉上地衣類相解明を目的とし
て、2025年度より野外調査を開始した。その結果、チャ
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ハシゴケ（ヨウジョウイボゴケ） Calopadia puiggarii 
(Müll. Arg.) Vězda、ヒノキノアオバゴケ Fellhanera 
bouteillei (Desm.) Vězda、ナガシロヒゲクボミサラゴ
ケ Gyalectidium setiferum Vězda & Sérus.、アオバゴケ 
Strigula smaragdula Fr. の 4種を新たに確認したので報
告する。

調査地・方法
　現地調査は 2025年 4月から 9月にかけて実施し、
鳥取県東部から西部に分布する、標高約 0–500 mの照
葉樹林を主な対象とした。採集標本は鳥取県立博物館
植物標本庫（TRPM）に収蔵した。また、過去に報告
されていたニセチャハシゴケについては、国立科学博
物館植物標本庫（TNS）に収蔵されるエキシカータ標
本を検討した。
　形態観察には実体顕微鏡（SZX16; Olympus, Japan）お
よび光学顕微鏡（BX51; Olympus）を用いた。写真撮影
にはデジタルカメラ（Tough TG-6; Olympus）を用い、
必要に応じて顕微鏡に取り付けて撮影を行った。解剖
学的観察では徒手切片を作製し、マウント液として
GAW液（glycerin: ethanol: water = 1:1:1; Asahina 1936）を
用いた。
　地衣成分の分析には高性能薄層クロマトグラフィー
（HPTLC）を用いた。方法は Schumm and Elix (2015) 
に従い、展開溶媒には B′液（n-ヘキサン：メチル tert-
ブチルエーテル：ギ酸＝ 140:72:18; Culberson and 
Johnson 1982）を使用した。HPTLCプレート上のスポッ
トは、10%硫酸を噴霧する前および噴霧し 90℃で 20
分間加熱した後に、それぞれ蛍光灯下、短波長紫外線
（254 nm）、長波長紫外線（365 nm）の下で確認した。

報告種リスト
　以下に、今回新たに鳥取県から記録された生葉上地
衣類 4種のリスト（学名のアルファベット順）を示す。
併せて、各種について観察された形態的特徴、生育環
境、分布に関するノートおよび検討標本を記す。
　なお、検討標本の情報は海外からのアクセスも想定
されるため、以下の項目を次の順に英語で記載した。
国名、島名、都道府県：より小さい行政区分や地名（緯
度、経度）、標高、基物、採集年月日、採集者および
採集者番号（収蔵標本庫の略号および資料番号）。

チャハシゴケ（別名：ヨウジョウイボゴケ） 
Calopadia puiggarii (Müll. Arg.) Vězda［ヤシノアオバ
ゴケ科 Pilocarpaceae］

［図 1A, B, F; 図 2; 図 4］

　最大直径約 10 mmで、表面が滑らかで灰緑色の地
衣体、黒褐色の子器盤（図 1A）、異形菌糸組織から成
る果殻、褐色の子嚢下層（図 1F）、および一胞子性の
子嚢が観察された。また、地衣体上には粉子器の一種
であるキャンピリディア 1）が観察された（図 1B）。
HPTLCの分析では、特定の地衣成分は検出されなかっ
た。これらの形態的および化学的特徴に基づき本種と
して同定した。
　本種に形態的に類似するニセチャハシゴケ Calopadia 
subcoerulescens (Zahlbr.) Vězda は、子器盤が黒色であ
り、子嚢上層や子嚢下層、果殻が著しく青緑色を呈す
る点で区別される（Kurokawa 1964; Thor et al. 2000）。
同様に、Ohmura (2013) によって鳥取県から報告され
ていたニセチャハシゴケも、子器盤は黒色で子嚢上層
や果殻が著しく青緑色を呈しており、今回報告する
チャハシゴケとは異なっていた。
　鳥取県では、日野郡日野町における沢沿いに生育す
るシロダモ Neolitsea sericea (Blume) Koidz. の生葉上
で、ナガシロヒゲクボミサラゴケやヒノキノアオバゴ
ケと混生していた（図 2, 図 4）。本種は熱帯に広く分
布しており（Lücking 2008）、Kurokawa (2006) が区分
した日本の地衣類相に関わる 16の植物地理学的要素
のうち、「汎熱帯要素」の代表種である。これまでの
国内記録は九州から西表島に限られており（Kurokawa 
1964; Thor et al. 2000）、今回の報告は日本における分
布北限の更新を示している。温帯域に位置する鳥取県
の地衣類相に汎熱帯要素が含まれることは、植物地理
学的に興味深い。
　検討標本 : JAPAN. Honshu. Tottori Pref.: Nakasuge, Hino-
cho, Hino-gun (35.185656°N, 133.385158°E), 408 m elev., on 
leaf of Neolitsea sericea, 4 August 2025, K. Miyazawa 2136, A. 
Kato & Y. Kiyosue (TRPM-PL-0001856).
　追加の検討標本 : [Calopadia subcoerulescens (Zahlbr.) 
Vězda ニセチャハシゴケ ]: JAPAN. Honshu. Tottori Pref.: 
Fudo Waterfall, Tawaradani, Aoya-cho, Tottori-city, 60–80 m 
elev., on leave of Camellia sp., 11 March 2013, Y. Ohmura 
9551 [= Ohmura, Lich. Minus Cogn. Exs., no. 452] (TNS).

ヒノキノアオバゴケ　Fellhanera bouteillei (Desm.) Vězda
［ヤシノアオバゴケ科 Pilocarpaceae］

［図 1C, G; 図 2; 図 4］
　最大直径約 10 mmで微小な粉状から顆粒状で青味
を帯びた灰緑色の連続した地衣体、淡黄色から橙黄色
で直径約 0.2–0.4 mmの子器盤（図 1C）、異形菌糸組
織から成る果殻（図 1G）、無色透明で一隔壁を有する
楕円形の子嚢胞子（9–12 × 3–3.5 µm）が観察された。
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図１．鳥取県で新たに記録された生葉上地衣類 . Ａ， Ｂ， Ｆ：シロダモの生葉上に生育するチャハシゴ
ケ Calopadia puiggarii [K. Miyazawa 2136, A. Kato & Y. Kiyosue (TRPM-PL-0001856) ]; Ｃ， Ｇ：ササ属の
一種の生葉上に生育するヒノキノアオバゴケ Fellhanera bouteillei [K. Miyazawa 2141, A. Kato & Y. 
Kiyosue (TRPM-PL-0001863) ]; Ｄ：シロダモの生葉上に生育するナガシロヒゲクボミサラゴケ 
Gyalectidium setiferum [K. Miyazawa 2139, A. Kato & Y. Kiyosue (TRPM-PL-0001857) ]; Ｅ：ハイイヌガヤ
の生葉上に生育するアオバゴケ Strigula smaragdula [K. Miyazawa 2140, A. Kato & Y. Kiyosue (TRPM-
PL-0001874) ]．Ａ， Ｃ， Ｅ：地衣体と子器および粉子器．Ｂ：地衣体上のキャンピリディウム（矢印）．
Ｄ：地衣体とゼリー状のダイアハイフェの塊（矢印）．Ｆ， Ｇ：子器の垂直方向の切片．スケールバー：
A–D = 1 mm, E = 5 mm, F = 100 µm, G = 50 µm.
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また主要な地衣成分としてイソウスニン酸、ウスニン
酸、ゼオリンが検出された。これらの形態的および化
学的特徴に基づき本種と同定した。本種に類似するノ
ミノコバシラゴケ Fellhanera semecarpi (Vain.) Vězda 
は、地衣体が平滑かつ連続性に乏しく、子器盤が赤褐
色である点で本種と区別される（Lücking 2008）。
　鳥取県において、ヒノキノアオバゴケは標高 50–400m
付近のサカキ Cleyera japonica Thunb.やスギ Cryptomeria 
japonica (L.f.) D.Don、シロダモ（図 2）、ササ属の一種 
Sasa sp.の生葉上において、チャハシゴケやナガシロヒ

ゲクボミサラゴケと共に確認された（図 4）。本種は日
本国内では秋田県から西表島にかけて広く分布し、隣
県の島根県からも報告されている（Thor et al. 2000; 周
藤・大谷 2015; 小峰ほか 2020; Miyazawa et al. 2022）。
　検討標本 : JAPAN. Honshu. Tottori Pref.: Karakawa, Iwami-
cho, Iwami-gun (35.489175°N, 134.325878°E), 360 m elev., 
on leaf of Cryptomeria japonica, 30 May 2025, K. Miyazawa 
2011 & Y. Kiyosue (TRPM-PL-0001858); Minami-daki 
Waterfall, Oda, Iwami-cho, Iwami-gun (35.492984°N, 
134.351875°E), 185 m elev., on leaf of Neolitsea sericea, 7 

図２．チャハシゴケ Calopadia puiggarii，ヒノキノアオバ
ゴケ Fellhanera bouteillei，ナガシロヒゲクボミサラゴケ 
Gyalectidium setiferumの生育環境．沢沿いのシロダモの生
葉上に 3種が混生（日野郡日野町中菅，2025 年 8月）.

図３．アオバゴケ Strigula smaragdulaの生育環境．林縁の
タブノキの生葉上に生育（鳥取市高住青島，2025 年 4月）.

図４．鳥取県におけるチャハシゴケ Calopadia puiggarii（赤
×）とヒノキノアオバゴケ Fellhanera bouteillei（赤■）の
分布図 .上図は鳥取県内における分布 . 下図は各採集地の
標高（黒点線は各経度における最高標高をつないだもの）.

図５．鳥取県におけるナガシロヒゲクボミサラゴケ Gyalectidium 
setiferum（赤×）とアオバゴケ Strigula smaragdula（赤■）の分
布図 . 上図は鳥取県内における分布 . 下図は各採集地の標高
（黒点線は各経度における最高標高をつないだもの）.
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June 2025, K. Miyazawa 2016 & Y. Kiyosue (TRPM-
PL-0001859); Komori Shrine, Hasshoji, Aoya-cho, Tottori-
city (35.475352°N, 133.982899°E), 65 m elev., on leaf of 
Cleyera japonica, 10 September 2025, K. Miyazawa 2149 & 
Y. Kiyosue (TRPM-PL-0001879); Takiyama Shrine, 
Nakasuge, Hino-cho, Hino-gun (35.185742°N, 133.385592°
E), 422 m elev., on leaf of Neolitsea sericea, 4 August 2025, 
K. Miyazawa 2132, A. Kato & Y. Kiyosue (TRPM-
PL-0001860), K. Miyazawa 2133, A. Kato & Y. Kiyosue 
(TRPM-PL-0001861); Nakasuge, Hino-cho, Hino-gun 
(35.185656°N, 133.385158°E), 408 m elev., on leaf of 
Neolitsea sericea, 4 August 2025, K. Miyazawa 2138, A. Kato 
& Y. Kiyosue (TRPM-PL-0001862); ibid., (35.186233°N, 
133.384133°E), 394 m elev., on leaf of Sasa sp., K. Miyazawa 
2141, A. Kato & Y. Kiyosue (TRPM-PL-0001863).

ナガシロヒゲクボミサラゴケ　Gyalectidium setiferum 
Vězda & Sérus. ［ヒゲチイ科 Gomphillaceae］

［図 1D; 図 2; 図 5］
　直径約 1 mmで灰緑色の地衣体上に半透明から白色
の剛毛を束状に形成し、その基部に緑色をしたゼリー
状のダイアハイフェ 2）の塊が観察された（図 1D）。こ
の形態的な特徴はMiyazawa et al. (2023) によって東方
アジア新産種として報告されたナガシロヒゲクボミサ
ラゴケと一致しており、本種と同定した。
　本種は鳥取県において、標高約 400 mを流れる 2か
所の沢沿いでシロダモおよびスギの生葉上で確認され
た（図 2, 図 5）。各地点ではチャハシゴケまたはヒノ
キノアオバゴケと混生しており、いずれもやや高湿で
直射日光の当たらない環境であった。
　日本国内では、本種はこれまでに茨城県、千葉県、
広島県からの報告があるが（Miyazawa et al. 2023； 宮
澤ほか 2024）、日本海側からは初記録である。報告さ
れる地域の広がりから、本州の暖温帯における沢沿い
のやや陰湿な環境に広く分布しているものと考えられ
る。ただし、地衣体が極めて微小であるため野外での
発見は困難であり、見落とされている可能性がある。
　検討標本 : JAPAN. Honshu. Tottori Pref.: Karakawa, Iwami-
cho, Iwami-gun (35.489175°N, 134.325878°E), 360 m elev., on 
leaf of Cryptomeria japonica, 30 May 2025, K. Miyazawa 2011 
pr.p. & Y. Kiyosue (in collection of Fellhanera bouteillei) (TRPM-
PL-0001858); Nakasuge, Hino-cho, Hino-gun (35.185656°N, 
133.385158°E), 408 m elev., on leaf of Neolitsea sericea, 4 
August 2025, K. Miyazawa 2139, A. Kato & Y. Kiyosue (TRPM-
PL-0001857).

アオバゴケ　Strigula smaragdula Fr. ［アオバゴケ科 
Strigulaceae］

［図 1E; 図 3; 図 5］
　円形で鮮緑色から緑灰色の地衣体（図 1E），地衣体
に埋没した黒色の被子器には一隔壁で紡錘形の子嚢胞
子（12–16 × 3–3.5 µm），同様に地衣体に埋没し黒色
の粉子器には一隔壁で桿形の大粉子（14–16 × 3–3.5 
µm）が観察された。
　鳥取県では標高約 0–400 mの低地から山地にかけて
生育が確認された（図 5）。常緑広葉樹林内やスギ植
林内など、やや高湿度な環境で、本報告に含まれる他
の 3種と同所的に出現する地点もあった。一方、本種
は他 3種が確認されなかった林縁にも出現しており
（図 3）、風や日照、湿度の変化に対してより耐性があ
る種と考えられる。実際、アオバゴケは宿主植物のク
チクラ層下に生育することが知られており、この性質
と乾燥耐性との関係が指摘されている（Lücking 
2008）。
　鳥取県における本種の基物には、常緑広葉樹のアオ
キ Aucuba japonica Thunb.、ヤブツバキ Camellia japonica 
L.、タブノキ Machilus thunbergii Siebold & Zucc.（図 3）、
クロキ Symplocos kuroki Nagam. に加えて、常緑針葉樹の
ハイイヌガヤ Cephalotaxus harringtonia var. nana (Nakai) 
Rehder が含まれていた。これまで日本国内では、常緑
広葉樹やシダ植物の葉上からの報告はあるものの（Thor 
et al. 2000; 大村・黒木 2004; Suto and Ohtani 2011; Miyazawa 
et al. 2022; 山本ほか 2021, 2024, 2025）、針葉樹からは本
報告が初となる。アオバゴケは、植物寄生性の藻類で
あるケファレウロス属 Cephaleuros Kunze ex E.M.Fries を
共生藻とすることが知られている（Lücking 2008）。こ
の藻類は常緑広葉樹を主な宿主とするが、稀に針葉樹
にも見られることがある（周藤・大谷 2020）。今回の
知見は、アオバゴケの基物範囲が共生藻の宿主選好と
対応している可能性を示唆するものである。
　本種は日本国内において、本州の暖温帯から亜熱帯
の西表島や八丈島に至るまで広く分布し（Thor et al. 
2000）、隣県の島根県からも記録されている（Suto and 
Ohtani 2011）。
　検討標本 : JAPAN. Honshu. Tottori Pref.: Aoshima, Takazumi, 
Tottori-city (35.503236°N, 134.155400°E), 3 m elev., on 
leaf of Machilus thunbergii, 6 April 2025, K. Miyazawa 
1968 (TRPM-PL-0001821); the base of Mt. Shichi, Iwami-
cho, Iwami-gun (35.56921°N, 134.29160°E), 20 m elev., on 
leaf of Machilus thunbergii, 18 April 2025, K. Miyazawa 
1973, Y. Kiyosue & M. Shimizu (TRPM-PL-0001826); 
Kuritani, Fukube-cho, Tottori-city (35.54695°N, 134.29248°
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E), 42 m elev., on leaf of Camellia japonica, 18 April 2025, 
K. Miyazawa 1974, Y. Kiyosue & M. Shimizu (TRPM-
PL-0001827); Minami-daki Waterfall, Oda, Iwami-cho, 
Iwami-gun (35.492984°N, 134.351875E), 185 m elev., on 
leaf of Camellia japonica, 7 June 2025, K. Miyazawa 2017 
& Y. Kiyosue (TRPM-PL-0001870); the base of Mt. Kyusho, 
Higashimachi, Tottori-city (35.508910°N, 134.236804°E), 29 
m elev., on leaf of Aucuba japonica, 21 June 2025, K. 
Miyazawa 2018 (TRPM-PL-0001871); Mt. Kyusho, Kuritani-
cho, Tottori-city (35.505293°N, 134.246009°E), 35 m elev., on 
leaf of Camellia japonica, 23 June 2025, K. Miyazawa 2019, Y. 
Ohmura, Y. Kiyosue, M. Shimizu & K. Nagamune (TRPM-
PL-0001872); Uemachi, Tottori-city (35.498180°N, 
134.242596°E), 11 m elev., on leaf of Camellia japonica, 28 
September 2025, K. Miyazawa 2148 (TRPM-PL-0001877); 
Tawaradani, Aoya-cho, Tottori-city (35.476304°N, 
133.969595°E), 65 m elev., on leaf of Camellia japonica, 10 
September 2025, K. Miyazawa 2154 & Y. Kiyosue (TRPM-
PL-0001878); Mt. Utsubuki, Nakano-cho, Kurayoshi-city 
(35.4258°N, 133.8213°E), 30–200 m elev., on leaf of 
Camellia japonica, 8 May 2025, K. Miyazawa 1989, Y. 
Kiyosue & M. Shimizu (TRPM-PL-0001866); ibid., on leaf 
of Symplocos kuroki, K. Miyazawa 1990, Y. Kiyosue & M. 
Shimizu (TRPM-PL-0001867); ibid., (35.425203°N, 
133.822936°E), 100 m elev., K. Miyazawa 1991, Y. Kiyosue 
& M. Shimizu (TRPM-PL-0001868); Hori, Sekigane-cho, 
Kurayoshi-city (35.363194°N, 133.694889°E), 200 m elev., 
on leaf of Camellia japonica, 8 May 2025, K. Miyazawa 
1998, Y. Kiyosue & M. Shimizu (TRPM-PL-0001869); 
Takiyama Shrine, Nakasuge, Hino-cho, Hino-gun (35.185742
°N, 133.385592°E), 422 m elev., on leaf of Camellia 
japonica, 4 August 2025, K. Miyazawa 2131, A. Kato & Y. 
Kiyosue (TRPM-PL-0001873); Nakasuge, Hino-cho, Hino-
gun (35.185656°N, 133.385158°E), 408 m elev., on leaf of 
Cephalotaxus harringtonia var. nana, 4 August 2025, K. 
Miyazawa 2140, A. Kato & Y. Kiyosue (TRPM-PL-0001874); 
Yonago Castle Ruin, Kume-cho, Yonago-city (35.4261867°
N, 133.322799°E), 4 m elev., on leaf of Camellia japonica, 
13 July 2025, K. Miyazawa 2119 & Y. Kiyosue (TRPM-
PL-0001875); Agei Shrine, Agei, Kurayoshi-city (35.455806
°N, 133.850597°E), 22 m elev., on leaf of Camellia japonica, 
26 September 2025, K. Miyazawa 2146 & Y. Kiyosue 
(TRPM-PL-0001876).

まとめ
　本報告は鳥取県の生葉上地衣類相解明に向けた第一

歩であり、新たに汎熱帯要素を含む 4種の存在を明ら
かにした。既報告種のニセチャハシゴケを含めると
（Ohmura 2013）、県内からは生葉上地衣類として 5種
が知られることとなった。今回の調査は主に標高約
0–500 mの照葉樹林を対象としたが、スギやハイイヌ
ガヤなどの常緑針葉樹上にも生葉上地衣類が確認され
たことを踏まえ、今後は高標高域や多様な植生帯へと
調査範囲を拡大しながら、本県における生葉上地衣類
の多様性解明を進めていく予定である。また、生葉上
地衣類は高湿度かつ温暖な生育環境を好むため、温暖
化の生物指標になり得るとされており（Lücking et al. 
2009）、今後さらに知見を蓄積していくことが重要で
ある。
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註
1）キャンピリディア（campylidia）は無性生殖器官と考
えられている粉子器の一種。単数の場合、キャンピ
リディウム（campylidium）。ヤシノアオバゴケ科
（Pilocarpaceae）やトゲミゴケ科（Monoblastiaceae）な
どの一部の地衣類でみられる。背腹性のあるフード
形をしており、窪んでいる面が水滴の流れてくる方
向に向く。この性質は粉子の散布の際に水滴の流れ
を利用するためのものと考えられている。

2）ダイアハイフェ（diahyphae）は、粉子器の一種で
あるハイフォフォア（hyphophore）で産生される粉
子の一種で、無性的な散布体として機能する。ハイ
フォフォアはヒゲチイ科に特有で剛毛状や盾状、鱗
状などさまざまな形が知られる。
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